
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

四
月
の
公
園
整
備
は
五
日
（
日
）
で
す
。 

花
壇
の
整
備
や
除
草
、
清
掃
な
ど
の
作
業

を
行
い
ま
す
の
で
ご
参
加
下
さ
い
。 

○ 

四
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
八
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
六
日
（
日
）
で
す
。 

自
治
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
現
在
二
十
名

の
会
員
に
よ
り
公
園
の
美
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
自
治
会
員
に
限
ら
ず
ど

な
た
で
も
入
会
が
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

青空の下ハクモクレン満開！ 

三
月
一
日
（
日
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
蔓
延
が
騒
が
れ
る
中
、
子
供
会
や
小
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
は
中
止
と
し
ま
し

た
が
、
会
員
十
二
名
の
参
加
に
よ
り
整
備
を

行
い
ま
し
た
。
今
回
は
花
壇
の
雑
草
取
り
、

電
動
工
具
を
使
っ
た
サ
ザ
ン
カ
の
剪
定
や

集
会
所
建
設
予
定
地
と
な
っ
た
花
壇
に
長

年
生
育
し
て
い
た
モ
ミ
ジ
ア
オ
イ
の
移
植
、

落
ち
葉
の
収
集
な
ど
の
作
業
を
進
め
ま
し

た
。
感
染
防
止
マ
ス
ク
着
用
の
会
員
が
大
半

で
、
作
業
中
の
話
題
は
今
後
の
終
息
時
期
な

ど
の
心
配
で
し
た
が
、
疲
れ
を
残
さ
ぬ
よ
う

早
め
に
作
業
を
終
了
し
ま
し
た
。 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 

  

定
期
整
備
！ 

『
ヒ
キ
ノ
カ
サ
』 

「
蛙
の
傘
」
の
こ
と
。
蛙
と
書
い
て
ヒ
キ

と
読
み
ま
す
。
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
傘
で
す
が

ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
雨
を
よ
け
る
ほ
ど
大
き
な

花
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
草
丈
二
十
セ
ン
チ

～
三
十
セ
ン
チ
。
写
真
の
も
の
は
、
二
十

セ
ン
チ
ほ
ど
で
咲
き
ま
し
た
。
花
色
は
黄
。

菜
の
花
色
と
い
っ
た
ら
想
像
し
て
い
た
だ

け
る
と
思
う
。
花
は
五
弁
で
径
は
、
一
・

五
セ
ン
チ
ほ
ど
。
昔
は
田
ん
ぼ
で
見
ら
れ

た
雑
草
で
し
た
が
開
発
で
生
育
場
所
が
減

り
、
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
静
岡

県
内
で
は
、
富
士
市
の
浮
島
湿
地
に
見
ら

れ
ま
す
が
、
排
水
路
が
で
き
て
か
ら
は
、

乾
燥
化
が
進
ん
だ
た
め
、
放
置
し
て
お
け

ば
絶
滅
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
富
士
市
が

保
護
区
を
作
っ
て
い
ま
す
。
我
が
家
の
庭

に
は
、
浮
島
で
分
け
て
も
ら
っ
た
も
の
が

増
え
て
毎
年
花
を
咲
か
せ
ま
す
が
増
や
せ

る
田
ん
ぼ
が
な
い
の
で
、
絶
滅
に
向
か
う

し
か
な
い
よ
う
で
す
。 

スイセンが咲き始めました！ 
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ヒキノカサ！ 
2020.3.17 

公園内の見通しを配慮して剪定！ 

ウイルス感染対策のマスクを着けて！ 


